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事 後 評 価 調 書 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 農業農村整備事業（経営体育成基盤整備事業） 

地 区 名 茶屋新田地区 

事業箇所 名古屋市 

事業のあ

らまし 

本地区は、名古屋市の南西部に位置する海抜ゼロメートル以下の平坦な水田地帯である。 

 本地域は、団体営区画整理事業により一次整備されているが、農地の区画が小さく、用排水路

の老朽化も進んでいるため、担い手への農地集積が遅れている。 

 こうした状況を改善して担い手への農地集積を促進するため、区画整理による区画拡大と用排

水施設の整備をした。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

 農地区画の拡大や用排水施設の整備により営農の効率化を図り、経営規模の大きい担い手農家

への農地集積を促進する。 

事 業 費 
事業費 内訳 

7億円 ■工事費6.5億円、□用補費   億円、■その他0.5億円 

事業期間 採択年度 平成17年度 着工年度 平成17年度 完成年度 平成22年度 

事業内容 区画整理20.0ha、用水路0.98km、排水路0.54km、暗渠排水5.1ha 

Ⅱ 評価 

①
事
業
目
標
の
達
成
状
況

1) 主要目

標の達

成状況 

【達成状況】 

大型機械の導入に対応する農地の大区画化を行い、営農の効率化が図られた。 

  水田区画の面積別構成割合 

区画面積 30a未満 30a～50a未満 50a以上 

実 施 前 100% - - 

現    在 12% 21% 67% 

担い手農家への農地利用集積が計画を上回って進んだ。 

担い手等への利用集積（本地区分） 

項  目 実施前 計 画 現在H26 備 考 

集 積 率 2.0％ 31.2％ 48.8％  

集積面積 0.5ha 7.8ha 12.2ha 受益25.0ha 

担い手農家数 1人 2人 2人  

【達成状況に対する評価】 

  担い手への農地利用集積が計画を上回って進んだため、事業目標は達成できた。 

2) 副次目

標の達

成状況 

該当なし 

Ⅲ 対応方針 

今後の事後評

価の必要性 

主要目標が概ね計画通り達成されているため、今後の事後評価は不要である。 

改善措置の必

要性 

主要目標が概ね計画通り達成されているため、改善処置は不要である。 

同種事業に反

映すべき事項 

標準的な事業計画、工法で施工しているため、同種事業に反映すべき事項は特になし。 

（別紙６） 


